『周縁の文化交渉学シリーズ4　陶磁器流通と西海地域』出版にあたって by 荒武 賢一朗 & Aratake Kenichiro
『周縁の文化交渉学シリーズ4　陶磁器流通と西海
地域』出版にあたって
著者 荒武 賢一朗
雑誌名 周縁の文化交渉学シリーズ4 『磁器流通と西海地域
』
ページ 7-10
発行年 2011-12-31
URL http://hdl.handle.net/10112/5887
7『周縁の文化交渉学シリーズ 4　陶磁器流通と西海地域』
出版にあたって
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はじめに
　関西大学文化交渉学教育研究拠点（以下、ICIS）では、文化交渉学という新たな学問領域を提起し、
東アジアをひとつのフィールドにした学術的進展を目指している。そのなかで大きな柱となっているの
が、「周縁プロジェクト」である。これは、若手研究者を中心に教員・研究員・大学院生が参加をするフ
ィールドワークで、最初の調査はベトナム・フエ市および近郊地域、続いて熊本県天草諸島において実
施した。この「周縁」とは、東アジアにおける中心と周縁、という概念から発している。実際、フエや
天草の現地調査を経験すれば、当地を周縁と考えることはないが、文化交渉は常に中心と周縁の関係だ
けで成り立っていないことにも気付く。
　周縁プロジェクトにおいては、さまざまな調査の方法とその実践が行われた。これは、フエ調査を企
画した西村昌也氏（本書執筆者）、そして天草を担当した筆者、それぞれの研究スタイルによる趣向があ
るかもしれない。ただ、それ以上に地域の個性が種々の方法論を創出したのだろう。同じ東アジアだか
ら、同じ漢字文化圏だから、といってもフエと天草では、言語・風習・地形・気候などによって、地域
文化形成のありようは大きく異なっている。しかしながら、それぞれの地域においてその特質を究明し、
文化交渉学のなかでも現場に即した具体性を帯びる成果を得た。
　調査・研究の実践や方法は違っていたとしても、何らかの形でこの「周縁」と「周縁」は結びついて
いるはずだ。そのような思いを抱きながら、ベトナムと九州、さらには中国を含めた東アジアの文化交
渉分析に取り組んでみたいというのが本書刊行の契機となった。
　そこで着目したのが、モノとヒトの往来である。言語や風習、あるいは政治体制が違っていたとして
も、物流および人的交流は往古より絶え間なく続けられている。その具体的事例として、前者には陶磁
器流通、後者では人的交流に焦点を絞り、本書の構成にも反映させることになった。
1 ．陶磁研究の成果
　陶磁器流通に関して、2010年11月15日、ICISの第28回文化交渉学創生部会（於：関西大学千里山キャ
ンパス以文館 4階セミナースペース）では、「文化交渉学研究の実践とフィールドワーク論―陶磁器の
出土からみた文化交渉学―」と題して研究報告会を開催した。この報告会では、橋口亘、西野範子、
中山圭の三氏に発表していただき、西村昌也氏にコメントを頂戴した。その内容は、本書第一部に収載
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されている。
　第一部第一章「南九州出土の東南アジア産陶磁についての一考察」（橋口亘）は、鹿児島県における出
土品を中心に東南アジア産の陶磁器に関する研究成果である。南九州の発掘事例からタイ産褐釉陶器、
ベトナム産鉄絵・青花、ベトナム産焼締陶器など、当地における出土品の特徴が紹介され、そしてその
出土状況や流通過程についても考察を深めている。鹿児島県南さつま市を中心に発掘調査を進めてきた
橋口氏ならではの研究は、近隣地域の情報収集とともに一層の高まりをみせた労作である。
　第二章「14世紀から17世紀における九州出土ベトナム陶磁の分析～年代比定・分布及びその歴史的背
景～」（西野範子）は、橋口氏とは違った角度から、ベトナムと九州の関係を論じた。西野氏はベトナム
における発掘・表採調査を通して、ベトナム国内の資料から年代比定・分類の作業に着手している。そ
こで得たベトナム陶磁史の成果をもとに、九州出土のベトナム陶磁の分析を試みた。モノを編年で追い、
さらにそれが一国史的観点に止まらず、多地域に及ぶ文化交渉の実証へと展開する本論は大変読み応え
がある。
　第三章「天草における中世の交流―天草の遺跡出土貿易陶磁から―」（中山圭）は、自身が発掘調
査をリードする熊本県天草市の遺跡からの出土品分析、および天草の前近代史研究を参考としながら文
献資料との照合作業を実践した。古来より日本国内のみならず、海外との交流を経験してきた天草諸島
の特徴、さらには天草中世史の歴史的経過をつぶさに読み取っている。
　第四章「陶磁器研究を文化交渉学に応用するために～九州・沖縄地方を例に～」（西村昌也）は、文化
交渉学と陶磁器研究に関する方法論を提起したものである。ここでは、本書第一部の内容と関わって、
九州・沖縄地方を事例しながら、考古学資料の分析方法と背景となる地域文化論との融合による学術的
展開を述べた。また、出土品の原料調達から陶磁生産、流通に及ぶ基本構造を描き出している点も重要
であろう。
　以上、第一部では陶磁器流通の歴史性に注目した論考を収載した。近年、貿易陶磁史研究は考古学研
究者を中心に大きな広がりをみせているが、そのなかで活躍する四氏が叙述する各論は文化交渉学だけ
でなく、他分野にも刺激を与えるだろう。また、一見陶磁器を主たる研究対象としているので、読者に
とっては同様の方法論が展開されているように感じられるかもしれない。しかし、読み進めていくと、
いかに研究者の「立ち位置」が重要なのかを考えさせられる。橋口論文は南九州という自身のもっとも
得意とする地域の出土品を丹念に追ってその特質を究明し、西野論文はベトナムでの調査に基づいた九
州での出土品分析を展開した。さらに、中山論文は天草の発掘事例と文献資料の相互連関を狙い、西村
論文は陶磁器研究と文化交渉学の接点を見出す努力をする。このように陶磁の研究には多くの「旨味」
があるわけだが、この執筆者諸氏に共通するのは、「現場を熟知している」ことなのだ。それぞれの「研
究のふるさと」を持っていればこそ、新しい学術的挑戦が始まるということを教えられたように思う。
2 ．西海地域における人的交流の成果
　第二部では、人々の交流と地域的特質に焦点を当てて、2本の論考を掲載している。先述したように、
ICIS周縁プロジェクトでは2010・2011年の 2ヵ年にわたり、熊本県天草諸島のフィールドワークを実施
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した。それには、多数の関係各位にお世話になった。そのなかで本書に直接関わるところでは、九州大
学と天草市教育委員会のご協力が大きかった。
　九州大学附属図書館附設記録資料館九州文化史資料部門（通称・九州文化史）では、大学関係者の尽
力によって戦前以来、九州地方を中心とした古文書を収集されている。もちろん、天草諸島についても
原史料および写本で所蔵されている。そのなかで、石本家文書は約 3万点といわれる大きな文書群であ
り、前身の九州文化史研究所時代から幾多の研究が発表されてきた。 3万点をすべて閲覧することは不
可能だが、幸いなことに九州文化史で石本家文書の整理・研究にも尽力された宮崎克則氏（現・西南学
院大学国際文化学部教授）作成のホームページ「九州大学デジタル・アーカイブ」があったことで、関
係史料を迅速に検索することができた。その情報をもとに、九州大学箱崎キャンパス（福岡市）を幾度
となく訪問し、梶嶋政司助教のご配慮を得て、多くの史料の写真撮影を行えたのである。
　石本家は近世後期の天草における「豪商」であり、地域社会の中核に位置する存在だったため、九州
大学に残る史料も実に多様だが、そのうち今回は「近世天草への唐船漂着と西海地域―石本家文書を
中心に―」（荒武賢一朗）と題して、江戸時代の中国船漂着一件と天草の地域社会を取り巻く状況を考
察した。江戸時代の中国船は基本的に長崎へ来航するのだが、天候などの理由で日本列島各地に漂着す
る事例が多くある。長崎に近接する天草ではその頻度も高くなり、対応する天草の地域有力者たちは公
儀の要請に従いながら、船の救出および長崎移送の作業に関わることになる。ここでは、お互い予期せ
ぬ外国人と地域住民の出会いが生じることによって、天草の人々がどのような取り組みをしていたのか
を明らかにした。また、本論は2011年 8 月20日に開催された第 1回天草学研究会（於：天草市立天草文
化交流館）における筆者の研究報告「日本経済史における天草の存在」の一部である。当日、ともに発
表をされた平田豊弘、中山圭、梶嶋政司、東昇（京都府立大学文学部准教授）の各氏、および参加者の
皆様にも謝意を表したい。
　天草の現地調査を実施するにあたって、天草市教育委員会の支援は欠かせないものであった。筆者は
最初の打ち合わせで、中山圭氏（本書執筆者）、本多康二氏（天草市立本渡歴史民俗資料館、当時：天草
市立天草アーカイブズ）と相次いで意見交換をする機会を得た。初めて天草を訪問した筆者は、お二人
に「海外との関係で何かないだろうか」との不躾な質問をした。そのとき、中山氏は「ベトナム陶磁が
天草でも出土している」ことを述べられ、これは第一部論文でも紹介された。一方、本多氏は多くの事
例を紹介されたなかで、「松下光廣さんって、知ってますか？」と尋ねられた。初心者よろしく当時の筆
者には、どこの松下さんかと頭をひねってみても出てこない名前だったが、本多氏のご教示によって天
草出身の人物がベトナムに渡って活躍したことに大変興味を覚えた。その後、中山、本多両氏とともに
ICIS天草調査にご尽力いただくことになった平田豊弘氏が、松下光廣にまつわる聞き取り調査をされて
いることを知り、本書でご執筆いただくことになった。
　「松下光廣と大南公司」（平田豊弘）は、明治時代に天草で生まれ育った松下がベトナムに渡り、「大南
公司」という企業を中心に成功した事例を述べている。松下については、北野典夫氏の著書によってそ
の存在は明らかになっていたが、平田氏は関係者への聞き取り調査によって、さらにその活動実態を詳
しく分析した。人物史研究としても非常に優れた力作だが、近現代におけるベトナムと天草、それぞれ
の社会状況を理解するうえでも大きな意味を持つだろう。西海地域の近代史を語るうえで重要な「から
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ゆきさん」の実像を知るうえでも貴重な仕事である。「からゆきさん」に関しては、佐藤トウイウェン
「「孝」に殉じた天草の「からゆきさん」」（荒武編『周縁の文化交渉学 8   天草諸島の歴史と現在』関西
大学ICIS、2012年刊行予定）をご参照いただきたい。
　第二部では、日本の西海地域におけるアジアとの人的交流・移動に注目した。政治体制の差異や、文
化の違いはもちろんあるが、それらの障壁を乗り越えて、各地の社会や文化が形成されていることを改
めて認識した次第である。
おわりに
　第一部では陶磁というモノを、第二部では交流や移動の側面からヒトについて論じてきた。文化交渉
を構成する要素はほかにもたくさんあるだろう。しかし、この二つの基本概念は文化交渉学にとって重
要な基軸である。文化交渉学も、本書執筆者それぞれの研究もこれで終わったわけではない。本書刊行
によって、執筆者や読者各位の学術的進展がみられることを期待したい。
　最後に、多忙のなか研究発表および論文提出をお引き受けいただいた執筆者の皆様、そして調査など
でご協力いただいた皆様に御礼を申し上げたい。
